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(57)【要約】
　本発明のいくつかの実施形態は、一般に生分解性で、
堆肥化できる湿気バリアコーティングに関する。いくつ
かの実施形態はまた、二方式オーブン調理可能なコーテ
ィングに関する。生分解性で堆肥化できる使い捨ての食
品包装及び食品事業品目に塗布された場合、そのような
コーティングは、耐湿性を向上させ非粘着性又は離型特
性を提供するために使用することができる。いくつかの
実施形態において、可塑剤、アミドワックス及び、場合
によってロジンを、セルロースエステル系コーティング
に添加し耐湿性を向上させる。他の実施形態においては
、生分解性ポリマー、アミドワックス、場合によって、
可塑剤、また場合によって、ロジンをセルロースエステ
ル系コーティングに添加して、劇的に耐湿性を向上させ
る。さらに別の実施形態において、リン脂質又は中程度
の鎖のトリグリセリド、又はアミドワックスの追加量を
、上記実施形態のいずれかに添加して、離型特性を高め
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
セルロースエステル；
ワックス；
可塑剤；及び
溶媒
を含む、デンプン系組成物と共に用いるためのコーティング組成物。
【請求項２】
　セルロースエステルが酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、酢酸セルロ
ース又はニトロセルロースを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ワックスがオレイン酸アミド又はＮ，Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミドを含む、請求
項１に記載の組成物。
【請求項４】
　可塑剤がクエン酸エステル、トリアセチン又はトリブチリンを含む、請求項１に記載の
組成物。
【請求項５】
　溶媒が酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、エタノール、プロパノー
ル、アセトン、水、炭化水素を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　さらにロジンを含み、ロジンが二量化ロジン又は部分的に二量化したロジンのグリセリ
ンエステルを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　セルロースエステル；
ワックス；
生分解性ポリマー；及び
溶媒
を含む、デンプン系組成物と共に用いるためのコーティング組成物。
【請求項８】
　セルロースエステルが酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、酢酸セルロ
ース又はニトロセルロースを含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　ワックスがオレイン酸アミド又はＮ，Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミドである、請求
項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　生分解性ポリマーがポリ酢酸ビニルポリマー、ポリ乳酸ポリマー又はポリビニルブチラ
ールコポリマーを含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　生分解性ポリマーがポリ（酢酸ビニル－エチレン）コポリマーを含み、セルロースエス
テル成分が酢酸プロピオン酸セルロースを含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１２】
　溶媒が酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、エタノール、プロパノー
ル、アセトン、水、炭化水素を含む、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　溶媒が酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、エタノール、プロパノー
ル、アセトン、水、炭化水素を含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１４】
　さらに可塑剤を含み、可塑剤はクエン酸エステル、トリアセチン又はトリブチリンを含
む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１５】
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　さらにロジンを含み、ロジンは二量化ロジン又は部分的に二量化したロジンのグリセリ
ンエステルを含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１６】
　セルロースエステルであって、該セルロースエステルが酢酸プロピオン酸セルロースを
含む；
アミドワックスであって、該アミドワックスがオレイン酸アミドを含む；
生分解性ポリマーであって、該生分解性ポリマーがポリ酢酸ビニルポリマー、ポリ乳酸ポ
リマー又はポリビニルブチラールポリマーを含む；及び
溶媒であって、該溶媒が酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、エタノー
ル、プロパノール、アセトン、水、炭化水素を含む
を含む、デンプン系組成物と共に用いるためのコーティング組成物。
【請求項１７】
　生分解性ポリマーが、ポリ（酢酸ビニル）ポリマー又はポリ（酢酸ビニル－エチレン）
の水性ラテックスを含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　生分解性ポリマーがポリ乳酸ポリマーを含む、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　生分解性ポリマーが最後に添加される、請求項１６に記載の組成物を製造する方法。
【請求項２０】
　組成物がアミドワックスの融点を超えて加熱されない、請求項１６に記載のコーティン
グ組成物を製造する方法。
【請求項２１】
　セルロースエステル；
生分解性ポリマー；
離型剤；
溶媒；及び
場合によって、ワックス
を含む、デンプン系組成物と共に用いるためのコーティング組成物。
【請求項２２】
　セルロースエステルが酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、酢酸セルロ
ース又はニトロセルロースを含む、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　ワックスがオレイン酸アミド又はＮ，Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミドである、請求
項２１に記載の組成物。
【請求項２４】
　生分解性ポリマーがポリ酢酸ビニルポリマー、ポリ乳酸ポリマー又はポリビニルブチラ
ールコポリマーを含む、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２５】
　生分解性ポリマーがポリ（酢酸ビニル－エチレン）コポリマーを含み、セルロースエス
テル成分が酢酸プロピオン酸セルロースを含む、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２６】
　離型剤がリン脂質又は中程度の鎖のトリグリセリドを含む、請求項２１に記載の組成物
。
【請求項２７】
　コーティング；及び 
デンプン、セルロース、セルロース誘導体及びＰＬＡからなる群から選択される基材
を含み、
コーティングは
セルロースエステル；
ワックス；
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可塑剤；及び
溶媒
を含む物品。
【請求項２８】
　セルロースエステルが酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、酢酸セルロ
ース又はニトロセルロースを含む、請求項２７に記載の物品。
【請求項２９】
　ワックスがオレイン酸アミド又はＮ，Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミドを含む、請求
項２７に記載の物品。
【請求項３０】
　可塑剤がクエン酸エステル、トリアセチン又はトリブチリンを含む、請求項２７に記載
の物品。
【請求項３１】
　溶媒が酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、エタノール、プロパノー
ル、アセトン、水、炭化水素を含む、請求項２７に記載の物品。
【請求項３２】
　コーティングがロジンをさらに含み、ロジンは二量化ロジン又は部分的に二量化したロ
ジンのグリセリンエステルを含む、請求項２７に記載の物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願に対する相互参照）
　本出願は、１）２００９年１月２１日に出願された米国特許仮出願第６１／１４６，２
８０号明細書；２）２００９年７月２２日に出願された米国特許仮出願第６１／２２７，
７４４号明細書；及び３）２００９年１１月５日に出願された米国特許仮出願第６１／２
５８，５３７号明細書の利益を主張し、これらはすべて、参照により本明細書に組み込ま
れる。
【背景技術】
【０００２】
　プラスチック及び紙の汚染が地域的な広がりの水準に達しており、海洋を汚染し、利用
可能な埋立地容量は急速に塞がりつつある。従来の使い捨ての食品事業品目はこの汚染の
一例である。これらは一般に、ポリマー防水材料、例えばワックスポリエチレン又はポリ
エステルフィルムを用いて被覆、含浸、又は積層された紙又は板紙から製造されるか、又
は様々なプラスチック（ポリスチレンが最も一般的なものである）の１つから製造されて
いる。これらの材料は、湿気に対し良好ないし優秀な耐性を有し、絶縁性があり（例えば
発泡ポリスチレン又は「スタイロフォーム」）、安価で耐久性がある。加えて、オーブン
調理可能な使い捨て商品は、アルミニウム又は二方式のオーブン調理が可能な（ｄｕａｌ
　ｏｖｅｎａｂｌｅ）プラスチックとして知られるＣＰＥＴから製造される。
【０００３】
　工業化社会へ到達しようという現在の動向によって、家で食事を用意するための、又は
特製品を作り出すための、勤労者層が有する自由に使える時間が大幅に減少した。このよ
うな傾向が加速し続けるにつれて、使い捨て包装に対する需要は指数関数的に増大しつつ
ある。さらに、これらの「安い」材料を使用する環境コスト（生産から処分までの）が、
生分解性の及び／又は堆肥化できる天然物と比較して極めて高くなり得るという認識が高
まりつつある。ポリスチレンカップの予想寿命は、例えば、５００年にまでなる可能性が
あり、各アメリカ人はこれらのカップを１年当たり平均約１００個使い捨てしている。さ
らに、ポリスチレンはベンゼン及びエチレンの化学的処理によって製造され、これらのど
ちらもが環境問題を有すると認識されている石油産業の副生物である。世界中の政府が実
行不可能でコストがかかりすぎるとしてリサイクル計画を実行することにほとんど見切り
をつけているものの、それでもなお解決するべきごみの蓄積問題を有し、多くの政府が非
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分解性包装に課税し始めた。使い捨ての食品事業及び食品包装品目に関して環境問題に取
り組む必要がある。
【０００４】
　上に論じた、環境問題に取り組む、耐久性のある、使い捨ての食品事業及び包装物品を
製造することにおける最も大きな難問は、耐湿性の本質的な欠如である。有機材料の分解
を引き起こすすべての生物学的プロセスは、作用する水に依存する。その結果、生分解性
で、堆肥化可能でもある材料を高度に耐湿性にするのは非常に困難である。
【０００５】
　従来の使い捨ての食品容器製品に関して環境問題に取り組むために現在使用されている
１つの方法は、デンプン及び／又はセルロース系の使い捨ての食品事業品目、例えばトレ
ー、プレート及びボウルの製造である。多くのデンプン及び／又はセルロース系の包装材
料にはいくつかの欠点があり、最も重要なのは、容器が水の影響を受けやすいことである
。未改質デンプンは、通常、調理すると水溶性になる。現在製造されている、デンプン系
の生分解性食品事業品目はすべて加熱鋳型で形成されるので、これらの品目のデンプンの
多く又はすべては調理され、このようにして形成された製品は、湿気に敏感である。セル
ロース繊維（例えば、紙及び板紙又はパルプ）及びセルロース誘導体（例えば、セロハン
及びセルロースエステル、エーテルなど）もまた、極めて透水性である。水、他の水性流
体又は著しい量の水蒸気にさらされると、これらの品目は、非常に柔らかくなり形態安定
性を失い、刃物（例えばナイフ及びフォーク）によって穴があきやすくなり得る。
【０００６】
　セルロース系の生分解性物品の改良は、それらをよりさらに耐湿性にするためになされ
てもよい。改良はまた、化学的及び物理的性質の増強によりマトリックス材料を強くする
役目をしてもよく、また、ワックス若しくはワックスエマルション、繊維サイジング剤、
可塑剤、ポリマー又はこれらの組合せの添加を含む。これらの物品は、食品及び食品以外
の用途で同様に、低湿度状態の下で最も良好に機能する。前記生分解性容器の例は、２０
０９年６月３０日に特許された米国特許第７，５５３，３６３号明細書；２００５年１１
月２１日に出願された米国特許出願第１１／２８５，５０８号明細書；２００８年７月３
日に出願された米国特許出願第１２／１６８，０４９号明細書；及び２００８年１０月２
３日に出願された米国特許出願第１２／２５７，２８９号明細書に見出され、これらは参
照により、その全体が本明細書に組み込まれる。
【０００７】
　いくつかの用途は耐湿性の向上をさらに必要とする。例えば、高温又は沸騰水の添加を
必要とするいくつかのコンビニエンス食品及び飲料、例えばスープ又はインスタントコー
ヒーは、固体食品、例えば１切れの残りの鶏肉を加熱するために使用されている皿より吸
湿に耐えることができる容器を備えなければならない。耐湿性の向上を必要とし得る要求
の厳しい用途の型のさらなる例は、学校、刑務所及び他の施設用の予備調理されたすぐに
食べられる食品、パン品目、冷凍又は冷蔵された調理済み食品、スープ及びヌードルのボ
ウル、コーヒー、ホットチョコレート及び他の飲料用のカップ、シリアルボウル、アイス
クリーム及びヨーグルトのカップ、並びに他の類似した高湿度の用途である。様々な生分
解性材料の耐湿性を改善する１つの方法は、製品にコーティングを施すことによる。耐湿
性に加えて、いくつかの用途には非粘着性又は離型特性を必要とする。そのような用途は
パン品目、例えばパイ、パン、マフィン、ピザ、ケーキなどを包含する。
【０００８】
　生分解性で堆肥化できる容器を製造する要望に合わせて、それはまた、耐湿性を向上さ
せるコーティングが生分解性で、かつ堆肥化できることが望ましい。セルロースエステル
は、生分解性であり、コーティング及びインクに使用される基本ポリマーとして当業界で
公知である。セルロースエステルは単独では非常に高い水蒸気透過速度（ＭＶＴＲ）を有
しており、したがって短期の耐水性のみを提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　経済的に効率的で、完全に生分解性で堆肥化できるだけでなく、上記のような高湿度の
用途に対して十分な耐湿性があるコーティングは、まだ完成されていない。
【００１０】
　したがって、水蒸気透過速度（ＭＶＴＲ）が著しく減少し、それにより、高湿の用途で
の使用を可能にするような、十分に生分解性で堆肥化できる耐湿性の向上したコーティン
グを提供することが、本発明のいくつかの態様の目的である。
【００１１】
　さらに、ＭＶＴＲを最小にするために、ワックスを含有させて、高温で食品事業又は包
装の品目を被覆する、又は長時間の乾燥／ワックスの融点を超える加熱にそのような品目
をさらす必要性を減らすかなくすことが、本発明のいくつかの実施形態の目的である。
【００１２】
　また、コスト効率の良い高度に耐湿性のコーティングを提供することが、本発明のいく
つかの実施形態のさらなる目的である。
【００１３】
　二方式のオーブン調理が可能で、熱封止でき、高度に耐湿性のコーティングを提供し、
また、パン製造の用途において製品の離型を提供することが、本発明のいくつかの実施形
態のさらなる目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
（本発明の概要）
　本発明のいくつかの態様は、高い吸収性及び／又は浸透性の様々な基材への使用に適し
た、耐湿性が向上した、生分解性で堆肥化できるコーティングのための新規な配合物を提
供する。一態様は、機能的な包装として役に立つことができる生分解性で堆肥化できる使
い捨ての品目及び／又は、高湿度の用途に使用する事業品目のための生分解性で堆肥化で
きるコーティングを提供する。そのような用途は、例えば、アイスクリーム及び他の冷凍
デザート製品；予備調理されてすぐに食べられる新鮮な又は冷凍の調理済み食品；スープ
及び／又はヌードル；コーヒー、ホットチョコレート及び他の飲料；シリアル；ヨーグル
ト；焼いた製品、例えばケーキ、マフィン、クッキー及びパン；果物、肉及び野菜のパイ
；ピザパイ、キャンディー製品；及びヒト又は動物によって食べられるようにデザインし
た他の高湿度の製品を包含する。別の態様は、二方式のオーブン調理が可能である（すな
わち、マイクロ波及び従来式のオーブンの両方で使用することができる）生分解性で堆肥
化できる使い捨ての品目のための生分解性で堆肥化できるコーティングを提供し、パン製
造の用途において改良した製品の離型を提供する。別の態様は、生分解性で堆肥化できる
使い捨ての品目のための、生分解性で堆肥化でき、熱封止できるコーティングを提供する
。別の態様は、生分解性で堆肥化できる使い捨ての品目を高湿度の用途で使用可能にする
ために、生分解性で堆肥化でき、耐湿性が向上したコーティングを提供する。別の態様は
、生分解性で堆肥化できる使い捨ての品目のための、生分解性で堆肥化でき、耐湿性が向
上したコーティングを製造する方法を提供する。ワックスを含む他の態様は、向上した防
湿特性が、高温で被覆する必要がなく、又は長時間の乾燥若しくはワックスの融点を超え
る加熱をすることなく得られるような、生分解性で堆肥化できる使い捨ての品目を被覆す
る方法を提供する。
【００１５】
　本発明の他の特色及び利点は以下の詳細な説明から明白になるであろう。しかしながら
、本発明の趣旨及び範囲内の様々な変更及び修正が、この詳細な説明から当業者にとって
明白になるので、詳細な説明及び特定の実施例は、本発明の好ましい態様を示すが、単に
例証のみとして与えられることは理解されなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】カルナバワックスの耐湿性（ＭＶＴＲによって測定して）への効果を、アミドワ
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ックス、オレイン酸アミドのＭＶＴＲへの効果と比較して示す図である。
【図２】２種の異なるアミドワックス、Ｎ－Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミド（Ｗ２０
）及びオレイン酸アミドの、耐湿性（ＭＶＴＲによって測定して）への効果を示す図であ
る。
【図３】３種の生分解性のポリマー：固体又は水性エマルションとして溶媒系コーティン
グ溶液に導入されたポリビニルブチラール（ＰＶＢ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）及びポリ酢酸
ビニル－エチレン（ＶＡＥ）の、耐湿性（ＭＶＴＲによって測定して）への効果を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
（詳細な説明）
　本発明による上記の詳細並びに他の利点及び目的を得る手法を十分に理解するために、
本発明のさらに詳細な説明をその特定の態様に言及することによって行う。
【００１８】
　一態様において、容器の耐水性及び熱封止特性を向上させて、品目（複数可）の外側及
び／又は内側の面に部分的に又は完全に浸透するように、生分解性で堆肥化できるコーテ
ィングを生分解性で堆肥化できる使い捨ての物品に適用することができる。
【００１９】
　コーティングは、紙、板紙、プラスチック、フィルム、ポリスチレン、板金、ガラス又
は他の包装材料をコーティングする、ブレード、パドル、エアナイフ、印刷、ダールグレ
ン（Ｄａｈｌｇｒｅｎ）、グラビア、カーテン、浸漬及び粉体塗装を包含する当業界で公
知の任意の手段を使用して、物品に適用することができる。コーティングはまた、本発明
の態様のいずれかによって記載されるように、生分解性で堆肥化できるコーティング配合
物を、物品に吹付するか、又は該コーティング配合物を含有する大桶に物品を浸漬するか
、又は該コーティング配合物のカーテンに物品を通過させることにより適用することがで
きる。物品を被覆するために使用される装置は、物品の形状に依存する。例えば、平坦な
物品は、カップ、ボウル及びなどとは違ったやり方で被覆することができる。
【００２０】
　下記の成分の選択に応じて、いくつかの態様は、二方式のオーブン調理が可能で及び／
又は熱封止でき、パン製造の用途において製品の離型特性を包含してもよい。
【００２１】
　生分解性で堆肥化できる使い捨ての品目のための、生分解性で堆肥化できるコーティン
グを製造することができる本発明の態様による１つの配合物は、セルロースエステル、１
種又は複数の可塑剤、ワックス及び場合によって、ロジンの添加を提供する。
【００２２】
　生分解性で堆肥化できるコーティングを製造することができる本発明の態様による別の
配合物は、セルロースエステル、１種又は複数の生分解性のポリマー又はコポリマー、ワ
ックス、場合によって、ロジン及び場合によって、１種又は複数の可塑剤を提供する。
【００２３】
　生分解性で堆肥化できるコーティングを製造することができる本発明の態様による別の
配合物は、セルロースエステル、１種又は複数の離型剤、場合によって１種又は複数の生
分解性ポリマー又はコポリマー、場合によって１種又は複数のワックス、及び場合によっ
て１種又は複数の可塑剤を提供する。
（セルロースエステル）
【００２４】
　多種類の型のセルロースエステルが、生分解性で堆肥化できるコーティングに基剤とし
て使用することができる。本発明のいくつかの態様において使用される好ましいセルロー
スエステルは、酢酸プロピオン酸セルロース（ＣＡＰ）、酢酸酪酸セルロース（ＣＡＢ）
、酢酸セルロース（ＣＡ）及びニトロセルロース（ＮＣ）を包含する。オーブン調理可能
なコーティングが所望されるいくつかの態様において、好ましいセルロースエステルはＣ
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ＡＰ、ＣＡＢ及びＣＡである。
（可塑剤）
【００２５】
　これらのコーティングとともに使用される可塑剤は環境にやさしく、例えば、本質的に
生分解性及び／又は天然及び／又は生物由来の炭素化合物に基づかなければならない。一
部の可塑剤は生分解の望ましくない減速の原因となることがあるので、生分解を促進する
可塑剤を選択することが好ましい。したがって、本発明で使用される好ましい可塑剤は、
クエン酸エステル、例えばクエン酸トリエチル、クエン酸トリブチル及びアセチル化クエ
ン酸トリブチル、トリアセチン（三酢酸グリセリル）及びトリブチリン（三酪酸グリセリ
ル）である。特に好ましいのはトリアセチンであり、これが米国及び欧州連合において安
全である（ＧＲＡＳ）と一般に見なされているからである。いくつかの態様において、コ
ーティング中の可塑剤の濃度は、配合物の乾燥質量の約０％から約３０％、約５％から約
２０％、又はより好ましくは約１０％である。
（ワックス）
【００２６】
　ワックスは、生分解性の製品において、耐湿性を向上させ、摩擦係数を減少させ、また
コーティングにある程度の離型特性を提供するために使用される。そのような使用に典型
的なワックスは、例えばカルナウバ、キャンデリア、蜜ろう及びパラフィンである。しか
し先行技術においては、ワックスを含有するセルロースエステルバリアコーティングは一
般に、防湿特性を最大にするためにワックスの融点を超える被覆及び／又は乾燥に依存し
ていた。本発明のいくつかの態様において、可溶性アミドワックスを使用すると、コーテ
ィングの防湿特性が３倍を超えて改善され、また、最良の防湿層を得るために、ワックス
の融点を超えて被覆する及び／又はコーティングを乾燥する必要性が回避されることが見
出された。様々なワックスが使用されてもよいが、溶媒可溶性アミドワックスを使用する
ことが望ましい。その理由は、耐湿特性だけでなくこれらがカルナウバなどのワックスほ
ど高価ではないからである。例としてはオレイン酸アミド、ステアリン酸アミド、エルカ
酸アミド、オレイルパルミチン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－エチレン－ビス－ステアラミドなど
が挙げられる。Ｎ，Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミド、特にオレイン酸アミドを使用す
ることが特に望ましい。これらの可溶性アミドワックス、及びステアリン酸アミド系のワ
ックスはより程度が低いが、これらのコーティングに有利に使用される、ＨＡＰＳ（有害
大気汚染物）ではないエステル／アルコール／ケトン及び炭化水素溶媒ブレンドに可溶で
ある。いくつかの態様において、コーティング中のワックスの濃度は、配合物の乾燥質量
の約０％から約１５％、約５％から約１０％、又は約５－８％である。
（離型剤）
【００２７】
　例えばパン製造の用途（パイ、パン、マフィン、ケーキなど）において優れた離型特性
を提供することがコーティングに望まれる場合、１種又は複数の離型剤を組み込むことが
有利である。適切な離型剤は、リン脂質、例えばレシチン、及びリン酸エステル化したモ
ノ及びジグリセリド、ポリジメチルシロキサン及びトリグリセリドを包含する。離型性の
提供に加えて、トリグリセリドはまた、レシチンの担体として働くことができる。アルコ
ール溶媒中の混和性が望まれる用途において、中程度の鎖のトリグリセリド（ＭＣＴ）を
使用することができる。中程度の鎖のトリグリセリドは、グリセリンでエステル化された
６－１２の炭素原子の脂肪酸を有するものと定義される。
（生分解性ポリマー）
【００２８】
　セルロースエステル系コーティングと共に生分解性ポリマーを使用して、低コストを提
供し、ある場合には、防湿層特性が劇的に向上させることができることが見出された。適
切な生分解性のポリマーの例は、限定されずに、ポリ酢酸ビニルポリマー、ポリ乳酸ポリ
マー（ＰＬＡ）又はポリビニルブチラールコポリマー（ＰＶＢ）を包含する。いくつかの
態様において、生分解性のポリ酢酸ビニルポリマーは、ポリ（酢酸ビニル）（ＰＶＡ）、



(9) JP 2012-515835 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

ポリ（酢酸ビニル－エチレン）（ＶＡＥ）コポリマー及びポリ（エチレン－酢酸ビニル（
ＥＶＡ）コポリマーからなる群から選択されるポリマーである。ＥＶＡは、５０質量％未
満の酢酸ビニルを含む、エチレン及び酢酸ビニルのコポリマーとして定義されるが、ＶＡ
Ｅは５０質量％を超える酢酸ビニルを含む、エチレン及び酢酸ビニルのコポリマーとして
定義され、通常、明確な融点を持たない非晶性高分子である。いくつかの態様において、
セルロースエステルと生分解性ポリマーの比は１：３である。他の態様において、セルロ
ースエステルと生分解性ポリマーの比は１：１から３：１である。好ましくは、セルロー
スエステルと生分解性ポリマーの比は１：２から１：１である。
【００２９】
　セルロースエステル系のコーティングに添加された場合、これらのポリマーは組成物の
耐湿性を向上させ、基材に対する接着性を改善し、熱封止性を改善することができる。驚
いたことに、溶媒を含む均一なコーティング組成物においてＰＶＡ及びＶＡＥの水性ラテ
ックスを使用するとコーティング性能全般を改善することができることが見出された。防
湿層への効果は、個々の成分より良好なバリアを与え、相乗効果がある。ある場合には、
生分解性ポリマーを添加するとコーティングのコスト効率をより良くすることができる。
一態様において、ポリ乳酸は、ＭＶＴＲを向上させつつコーティングのコストを低下させ
ることができる。好ましい態様において、ポリ酢酸ビニルポリマー、特に酢酸ビニル／エ
チレンコポリマーがＣＡＰと著しく適合し、高分子可塑剤として働き、かつ水性ラテック
スから溶媒を含む均一なコーティング溶液を提供することが明らかになることが見出され
た。最終結果は劇的に耐湿性が向上した著しく透明なコーティングである。少なくともあ
る種の等級のＶＡＥが、ＡＳＴＭ　Ｄ６４００－０４において規定されるような、生分解
性であることは実験室の試験によって実証された。
（ロジン）
【００３０】
　一般に、任意のロジン、ロジン誘導体又は天然ゴムをコーティングと共に使用すること
ができる。二量化ロジン及び部分的に二量化したロジンのグリセリンエステルを使用する
ことは、これらの添加が他の種類のロジンより相当に低いＭＶＴＲのコーティングをもた
らすので、好ましい。ロジン及び他の天然ゴムは、基材、及び、任意の追加のフィルム又
は耐湿性コーティング層に接着したコーティングに対するコーティングの接着性を改善す
るために使用される。いくつかの態様において、コーティング中のロジンの濃度は、配合
物の乾燥質量の約０％から約５０％、又は約０％から約３５％である。
（溶媒）
【００３１】
　コーティングは溶媒を含むのが好ましい。適切な溶媒は、酢酸メチル、酢酸エチル、酢
酸プロピル、酢酸ブチル、エタノール、プロパノール、アセトン、水、炭化水素などを、
成分の溶解性及び塗工性のために必要とされる様々な比率で、包含する。溶媒は有害大気
汚染物質（ＨＡＰ）ではなく、非石油供給源から入手可能であることが好ましい。特に、
エタノール／酢酸ｎ‐プロピル及びｉ－プロパノール／酢酸メチルが好ましい。アセトン
、酢酸メチル及び酢酸ｔ－ブチルはまた、ＶＯＣ規制から通常免れているので、好ましい
。
実施例１
セルロースエステル系コーティングへの添加剤は耐湿性を向上させる
【００３２】
　自立性フィルムでの水蒸気透過速度（ＭＶＴＲ）によって測定される、セルロースエス
テル系コーティングの耐湿性を向上させるいくつかの添加剤が見出された。ＭＶＴＲ値は
、試料材料の薄いフィルムで水を含有するセルを覆い、温度を制御した環境にセルを置き
、次いで特定の時間（日）で一定の表面積（ｍ2）を通してセルから失われた液体水の質
量（ｇ）を測定することにより求めた。値は、厚さ１ｍｉｌ（０．００１インチ）のフィ
ルムに規格化した。これらの実験に関しては、セルの温度を４０℃に保持した（内側は１
００％のＲＨ、外側は周囲湿度）。ＡＳＴＭ　Ｅ９６／Ｅ９６Ｍ－０５は、材料の水蒸気
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透過率の標準試験法を記載している。ＭＶＴＲの減少は、コーティング配合物の耐湿性の
向上を示す。
【００３３】
　表１は、様々なコーティング組成物の自立フィルムについて測定した４０℃（ｇ－ｍｉ
ｌ／ｍ2－日）でのＭＶＴＲデータの要約を示す。自立性フィルムはガラス又はテフロン
（登録商標）被覆板に溶媒からキャストし、通常６０℃で２分間乾燥した。配合物は、１
種の又は複数の以下の組成物：酢酸プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、トリ
アセチン、Ａ４（アセチルクエン酸トリブチル）、Ｃ４（クエン酸トリブチル）、エポキ
シ化亜麻仁油、Ｎ，Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミド、オレイン酸アミド、カルナバワ
ックス、ディメレックス（Ｄｙｍｅｒｅｘ）、ペンタリン（Ｐｅｎｔａｌｙｎ）　Ｃ、ポ
リペイルエステル（Ｐｏｌｙ　Ｐａｌｅ　Ｅｓｔｅｒ）　１０、ポリ酢酸ビニル－エチレ
ン、ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸アクリル酸ビニル、ポリビニルブチラールポリマー及びポ
リ乳酸ポリマーを包含する。その配合物は以下のカテゴリーにあてはめることができる。
１）可塑剤を含むセルロースエステル、
２）可塑剤及びロジンを含むセルロースエステル、
３）可塑剤及びワックスを含むセルロースエステル、
４）可塑剤、ワックス及びロジンを含むセルロースエステル、
５）生分解性ポリマーを含むセルロースエステル、
６）生分解性ポリマー及び可塑剤を含むセルロースエステル、
７）生分解性ポリマー、可塑剤及びワックスを含むセルロースエステル、
８）生分解性ポリマー及びワックスを含むセルロースエステル、
９）生分解性ポリマー、ワックス及びロジンを含むセルロースエステル、
１０）生分解性ポリマー、可塑剤、ワックス及びロジンを含むセルロースエステル、
１１）生分解性ポリマー単独、及び
１２）ワックスを含む生分解性ポリマー。
【００３４】
　これらのカテゴリーの試料を、ＣＡＰ単独（又は可塑剤を含むＣＡＰ）の効果と比較し
、添加剤又は添加剤の組合せの、耐湿性への相対的な効果を求める。群３、４、８及び９
は耐湿性に最も劇的な効果を有していた。表１に記載されたフィルムは、典型的には、ア
ルコール／エステル溶媒ブレンドに材料を溶解し、フィルムをガラス又はテフロン（登録
商標）板上にキャストすることにより、調製した。キャストフィルムは６０℃で数分間乾
燥した。いくつかの溶媒混合物はアセトン及び水をさらに包含した。ＰＬＡに対して、典
型的には、純アセトンを最低粘度を得るために使用した。特に断らない限り、ロジンの質
量はポリマーの質量により、可塑剤及びワックスの質量は、ポリマー、ポリマーブレンド
又はポリマー／ロジン固形分の質量による。可塑剤、ワックス及び場合によって、ロジン
（カテゴリー１－４）を含むセルロースエステルブレンドのフィルムをキャストするため
の典型的な配合は、以下のとおりである：　　　　
変性エタノール　５９．５ｇ
ＣＡＰ　１５ｇ
酢酸ｎ‐プロピル　２５．５ｇ
トリアセチン　１．５ｇ
オレイン酸アミド　０．７５ｇ
【００３５】
　生分解性ポリマー、ワックス及び場合によって、可塑剤及びロジンを含むセルロースエ
ステルブレンド（カテゴリー５－１０）のフィルムをキャストするための典型的な配合は
、以下のとおりである：
変性エタノール　９．３８ｇ
ＣＡＰ　２．５ｇ
酢酸ｎ‐プロピル　４．０２ｇ
アセトン　９ｇ
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ＡＦ１００　４．５ｇ
オレイン酸アミド　０．２５ｇ。
【表１】
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【００３６】
　紙及び板紙の水分吸収を測定する標準試験はコブ（Ｃｏｂｂ）試験（ＡＳＴＭ　Ｄ３２
８５－９３を参照）として知られている。コブ試験は２分又は２０分などの設定時間の間
行われ、その後、材料の既知面積の水分の吸収が、質量測定で測定される。表２は、被覆
した及び被覆していないデンプン／繊維系トレーに対するコブ試験の要約を示す。このト
レーをバイオスフェア（Ｂｉｏｓｐｈｅｒｅ）　１８Ｐ００２（ＰＰＭ１００材料、９イ
ンチのパイ焼き皿）と表す。コーティングはノードソン（Ｎｏｒｄｓｏｎ）エアレス液体
吹付システムを使用して、トレーに塗布した。
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【表２】

a　初期の水温８２℃（１８０°Ｆ）
【００３７】
　表２のデータは、コーティングがデンプン／繊維トレーなどの吸収性基材の水分取り込
みを実質的に減少させることができることを示す。
実施例２
アミドワックスは天然ワックスより耐湿性を向上させる
【００３８】
　ワックスはコーティングの耐湿性を改善するために使用することができる。例えば、図
１に見られるように、２７％のＡ４可塑剤及び１０％のカルナバワックスと共に、酢酸プ
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ロピオン酸セルロース（ＣＡＰ）、及び二量化ロジン（ＰＰＥ１０）のエステルを１．６
：１の比で含むコーティング組成物は、１２７５（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）のＭＶＴＲを
有していた。これは、３７５８（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）のＭＶＴＲを有するＣＡＰを単
独で使用するコーティングより２．９倍の耐湿性の改善を表す。
【００３９】
　しかし、２７％のＡ４可塑剤及び１０％のオレイン酸アミド（可溶性アミドワックス）
と共に、酢酸プロピオン酸セルロース（ＣＡＰ）及び二量化ロジン（ＰＰＥ１０）のエス
テルを１．６：１の比で含むコーティング組成物を作り出すことによって、驚いたことに
、ＭＶＴＲは、２８８（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）に低下した。（図１）これは、カルナバ
ワックスより４．４倍の耐湿性の改善、及びＣＡＰ単独より１３倍の耐湿性の改善を表す
。
【００４０】
　２種のアミドワックスが本明細書において記載されたコーティング組成物の態様におい
て、耐湿性を改善するために使用することができる。図２は、耐湿性へのそれらの影響を
示す。１０％のトリアセチン可塑剤と共に酢酸プロピオン酸セルロース（ＣＡＰ４８２－
０．５）の基剤を含むコーティング組成物は、２３２３（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）のＭＶ
ＴＲ、すなわち、ＣＡＰ単独より耐湿性の小幅の改善を与えた。ＣＡＰ及びトリアセチン
に加えて、５％のＷ２０（Ｎ－Ｎ’－エチレン－ビス－オレアミド、可溶性アミドワック
ス）を添加した場合、ＭＶＴＲは１７７６（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）に低下し、これはＣ
ＡＰ単独より２．１倍の耐湿性の改善である。最終的に、ＣＡＰ及びトリアセチンにＷ２
０を添加する代わりに、５％のオレイン酸アミドを添加した場合、ＭＶＴＲは９９１（ｇ
－ｍｉｌ／ｍ2－日）にさらに低下し、これはＣＡＰ単独より３．８倍の改善である。し
たがって、両方のアミドワックス、Ｗ２０及びオレイン酸アミドが耐湿性を改善するのに
有効であるが、この事例においては、オレイン酸アミドはＷ２０より優れた耐湿性を与え
た。しかしながら、高温の用途において、融点がオレイン酸アミドより高いＷ２０の方が
有利であることがある。
実施例３
アミドワックスを含む、ＰＶＢ、ＰＬＡ又はＶＡＥとのＣＡＰの組合せは、耐湿性を著し
く改善する
【００４１】
　実施例２で論じたように、アミドワックスが天然ワックスより耐湿性を改善するのに驚
くほど有効であったが、図３に示すように、コーティング組成物の耐湿性は、生分解性ポ
リマー、例えばポリビニルブチラール（ＰＶＢ）及びポリ乳酸（ＰＬＡ）ポリマー、及び
生分解性のポリ（酢酸ビニル－エチレン）（ＶＡＥ）の添加によってはるかに劇的に影響
を受けた。
【００４２】
　上述のように、ＣＡＰ単独では３７５８（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）のＭＶＴＲを有する
。１０％のトリアセチン可塑剤と共に、ＰＬＡを１：１の比で添加すると、１１４８（ｇ
－ｍｉｌ／ｍ2－日）のＭＶＴＲを結果として生じ、これは３．３倍の耐湿性の改善であ
る。Ｂ７９、すなわちＢｕｔｖａｒ（登録商標）ポリビナールブチラール（ＰＶＢ）のみ
を１：１の比で添加すると、８８３（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）のＭＶＴＲが得られ、これ
は４．３倍の耐湿性の改善である。生分解性ポリマーに加えてアミドワックスを添加する
とさらに大きい改善が得られた。５％のオレイン酸アミドと共に、ＣＡＰ及び固体樹脂ペ
レットのポリ（酢酸ビニル－エチレン）（ＶＡＥ）Ｌ９００を１：１の比で含むコーティ
ング組成物は、ＭＶＴＲをわずか２３６（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）に低下させた。これは
、ＣＡＰとＰＶＢより３．７、可塑剤を含むＣＡＰとＰＬＡより４．９倍の耐湿性の改善
、及び、ＣＡＰ単独より１５倍を超える耐湿性の改善である。
【００４３】
　さらに、５％のオレイン酸アミドと共に、ＣＡＰ及び水性乳濁液のポリ（酢酸ビニル－
エチレン）（ＶＡＥ）Ａｉｒｆｌｅｘ（登録商標）１００ＨＳを１：１の比で含むコーテ
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ィング組成物は、ＭＶＴＲをわずか８４（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）に低下させた。これは
、ＣＡＰとＰＶＢより湿気低下において１０．５倍の改善、可塑剤を含むＣＡＰとＰＬＡ
より湿気低下において１３．７倍の改善、オレイン酸アミドを含むＣＡＰと固体ＶＡＥよ
り２．８倍の耐湿性の改善、また、ＣＡＰ単独より４４．７倍の耐湿性の改善である。し
たがって、ＰＶＢ、ＰＬＡ及びＶＡＥポリマーはすべてＣＡＰと相乗的に作用するが、Ｖ
ＡＥがこの事例において最も有効である。溶媒系ＣＡＰコーティングにおいて、ＶＡＥの
水性乳濁液を添加してもまた、固体樹脂の添加より優れた耐湿性能を提供する。ＶＡＥ材
料は、柔軟化において可塑剤のような作用をし、ＣＡＰ系コーティング組成物の耐湿性を
劇的に改善するように見える。
【００４４】
　ＣＡＰ及びＶＡＥを１：１の比で、並びに５％のオレイン酸アミドを含有するコーティ
ングのＭＶＴＲは、さらに組成物を添加する順序を修正することにより低下させることが
できる。混合物にＡＦ１００を最後に添加することによって、４３（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－
日）にＭＶＴＲは降下する。この配合物において使用される溶媒はまた、ＶＯＣ放出を削
減するために調整することができる。２－プロパノール／酢酸メチルの使用は、ＭＶＴＲ
を４７（ｇ－ｍｉｌ／ｍ2－日）に維持する。これらの修正は両方とも、ＣＡＰ単独と比
較して、８０倍を超える率の耐湿性の改善を表す。
実施例４
【００４５】
　バイオスフェアインダストリー製の１１Ｐ００１Ａと称する小さい調理済み食品トレー
（ＰＰＭ１００デンプン／繊維系材料）を、ＣＡＰ及び１０％トリアセチン（ＣＡＰの乾
燥質量に基づく添加量）で内側に吹付被覆した。コーティングは対流オーブン内で７５℃
で２分間乾燥した。乾燥したコーティング質量は１０－１２ｇ／ｍ2であった。水切りし
た緑サヤインゲン、褐色グレービーをかけた調理済み卵入麺又はマリナラソースをかけた
調理済み卵入麺の一人前を、被覆トレー及び被覆していない対照トレーに入れた。トレー
はすべてアルミ箔で覆っており、２４時間冷蔵、保持し、次いで、１７７℃（３５０°Ｆ
）オーブンで２５分間再加熱した。すべての場合において、被覆していないトレーは柔ら
かく、食品がトレーに接していたところはどこでもスプーンで容易に剥離することができ
た。被覆トレーはより堅固で適切であった。被覆トレーのうち、スプーンを使用して、褐
色グレービーを保持するトレーのいくらかのみ剥離することができた。また、被覆してい
ないトレーと比較して、はるかに大きい労力が被覆トレーを剥離するために必要であった
。
【００４６】
　上記の試験を、褐色グレービーのみを使用して繰り返した。試験したコーティングは、
１０％のトリアセチン及び５％のオレイン酸アミド（ＣＡＰの乾燥質量に基づく添加量）
を含むＣＡＰ、及び５％のオレイン酸アミド（固形分の乾燥質量に基づく添加量）を含む
１／１のＣＡＰ／ＡＦ１００であった。これらのコーティングを用いると、トレーは、再
加熱後に極めて堅固であり、スプーンを使用して、妥当な労力を払ってもコーティングを
除去したり、損傷したりすることはできなかった。実際、フォーク及び食卓用ナイフを使
用して、コーティングを損傷するのは非常に困難であった。
実施例５
離型コーティング
【００４７】
２種の離型性を高めたコーティングを調製し、最上の耐湿性コーティングを対照として使
用した。
【００４８】
　耐湿コーティング１：変性エタノール２０部に、ＣＡＰ６．６部、続いてアセトン４５
部及び酢酸ｎ‐プロピル１１部を添加した。その混合物は４０℃に暖め、オレイン酸アミ
ド０．６６部を添加した。オレイン酸アミドが溶解した後、１２部のＡＦ１００及び４．
７４部の水の混合物を、撹拌しながら添加した。
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【００４９】
　離型コーティング１：変性エタノール１８．５部に、ＣＡＰ９．９部、続いてアセトン
４５．５部及び酢酸ｎ‐ブチル１２部を添加した。その混合物は４０℃に暖め、オレイン
酸アミド１．３２部及びＭＣＴ１．３２部を添加した。オレイン酸アミドが溶解した後、
６部のＡＦ１００及び５．４６部の水の混合物を撹拌しながら添加した。
【００５０】
　離型コーティング２：変性エタノール１２．５部に、ＣＡＰ９．９部、続いてアセトン
４４．５部及び酢酸ｎ‐ブチル１１部を添加した。その混合物は、オレイン酸アミド０．
６４部とともに、溶解するまで４０℃に暖めた。６部のＡＦ１００及び４．４６部の水の
混合物を添加した。ＡＦ１００が溶解したら、レシチン１．５部、ＭＣＴ１．５部及びイ
ソパール（Ｉｓｏｐａｒ）８部の混合物を添加し、コーティング溶液中にレシチンの微細
分散を作り出した。
実施例６
離型コーティング性能
【００５１】
　バイオスフェアインダストリー製の１１Ｐ００４Ａと称する小さいパン型トレー（ＰＰ
Ｍ１００デンプン／繊維系材料）を、ノードソンエアレス液体吹付システムを使用して、
いくつかの異なるコーティング配合物を用いて内側に吹付被覆した。コーティングは対流
オーブン内で７５℃で２分間乾燥した。乾燥したコーティング質量は１２－１５ｇ／ｍ2

であった。これらのコーティングは耐湿コーティング１、離型コーティング１及び２とし
て実施例５に記載されている。いくつかのパン製造品目の離型性能を被覆パン型で試験し
た。ベティクッカー（Ｂｅｔｔｙ　Ｃｒｏｃｋｅｒ）パウンドケーキミックスを箱の説明
によって調製し、被覆パン型中で１７７℃（３５０°Ｆ）で対流オーブン内で３０分間焼
いた。ピルスバリークイックナットブレッド（Ｐｉｌｌｓｂｕｒｙ　Ｑｕｉｃｋ　Ｎｕｔ
　Ｂｒｅａｄ）をまた箱の説明によって調製し、被覆パン型中で１９１℃（３７５°Ｆ）
で対流オーブン内で３０－４０分間焼いた。離型性能を次の１－３の尺度で採点した。１
はパン型に製品を残さない完全な離型を表す。２は、パン型にいくらかの製品が残るが、
製品は無傷で除去できることを表す。また、３は、パン型に製品がひどく粘着し、製品を
パン型から除去すると、必ず製品を破壊することを表す。被覆パン型からのパウンドケー
キのパン製造の離型性能は表３において示す。表３からわかるように、ワックス、好まし
くはレシチンを含むワックス及び／又は中程度の鎖のトリグリセリドを含有する配合物は
離型性能が改善された。
【表３】

実施例７
離型コーティング性能－ピザ
【００５２】
　バイオスフェアインダストリー製の１６Ｐ００４Ａと称する１０インチピザ円形トレー
（ＰＰＭ１００デンプン／繊維系材料）を、いくつかの異なるコーティング配合物を用い
て片面に吹付被覆した。コーティングは対流オーブン内で７５℃で２分間乾燥した。乾燥
したコーティング質量は１２－１５ｇ／ｍ2であった。これらのコーティングは耐湿コー
ティング１、離型コーティング１及び２として実施例５に記載されている。トレー上に広
げ、ソース、チーズ及びペパローニで覆った新鮮なパブリックス（Ｐｕｂｌｉｘ）ピザ生
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地の離型性能を、被覆ピザ円盤で試験した。新鮮なピザを調製し、従来式オーブン内で１
９３－２０４℃（３８０－４００°Ｆ）で２０－２５分間焼いた。離型性能を次の１－３
の尺度で採点した。１はピザ円盤に外皮を残さない完全な離型を表す。２はピザ円盤にい
くらかの外皮が残るが、ピザは無傷で除去できることを表す。また、３は、ピザ円盤に外
皮がひどく粘着し、ピザをピザ円盤から除去すると、必ずピザを破壊することを表す。被
覆ピザ円盤からのピザのパン製造の離型性能を表４に示す。表４でわかるように、レシチ
ン及び／又は中程度の鎖のトリグリセリドと組み合わせたワックスを含有する配合物のみ
、離型性能が改善された。
【表４】

実施例８
被覆トレー及び被覆していないトレーのＭＶＴＲ
【００５３】
　４部のＣＡＰ２、１４．５５部のＡＦ１００、０．９６部のオレイン酸アミド、４６．
５部のアセトン、９．６部の水、２１．６６部のエタノール及び１０部の酢酸ｎ‐プロピ
ルから、耐水性コーティングを調製した。バイオスフェアインダストリー製の１８Ｐ００
２と称するパイ皿（ＰＰＭ１００デンプン／繊維系材料）を吹付被覆した。乾燥したコー
ティング質量は約１２ｇ／ｍ2であった。被覆トレー及び被覆していないトレーのＭＶＴ
Ｒを上記のように測定した。被覆していないＰＰＭ１００材料のＭＶＴＲは１２１，８０
０ｇｍｉｌ／ｍ2－日であった。耐湿被覆ＰＰＭ１００材料は、５０，５８０ｇｍｉｌ／
ｍ2－日のＭＶＴＲであった。
実施例９
熱封止
【００５４】
　６．６部のＣＡＰ、１２部のＡＦ１００、０．６６部のオレイン酸アミド、４５部のア
セトン、４．７４部の水、２０部のエタノール及び１１部の酢酸ｎ‐プロピルから、耐湿
性コーティングを調製した。バイオスフェアインダストリー製の１６Ｐ００４と称するピ
ザ円盤（ＰＰＭ１００デンプン／繊維系材料）を吹付被覆した。乾燥コーティング質量は
約１５．３ｇ／ｍ2であった。センコープシーラー（Ｓｅｎｃｏｒｐ　Ｓｅａｌｅｒ）を
用いて、１６０℃（３２０°Ｆ）の温度、４．２Ｋｇ／ｃｍ2（６０ｐｓｉ）の圧力及び
２秒の滞留時間に設定した条件下で２．５４ｃｍ（１インチ）幅の封止ヘッドを形成して
、トレーを蓋するフィルムとして一般に使用されている様々な包装フィルムで、耐湿被覆
した１６Ｐ００４円盤を封止した。熱封止した耐湿被覆１６Ｐ００４円盤のフィルムの２
．５４ｃｍ（１インチ）ストリップを切断し、ＡＳＴＭ　Ｆ８８に従ってインストロン（
Ｉｎｓｔｒｏｎ）で、２５．４ｃｍ／分（１０インチ／分）の速度及び２．５４ｃｍ（１
インチの掴み具分離で試験した。試験中に達成された最大応力Ｎ／ｃｍ（ｌｂｆ／ｉｎ）
が記録された。様々な非生分解性のＰＥＴフィルム（デュポンメイラー（ＤｕＰｏｎｔ　
Ｍｙｌａｒ）、ＯＬ及びＥＣＯ等級は非晶質封止層を有し、ＲＬ等級はＥＶＡ封止層を有
する）及び生分解性の／堆肥化できるセロハン（イノビアネイチャーフレックス（Ｉｎｎ
ｏｖｉａ　ＮａｔｕｒｅＦｌｅｘ）、ＮＥ及びＮＶＳ等級は両面に熱封止コーティングを
有する）及び、ＰＬＡ（ＳＫＣスカイウェル（ＳＫＣ　Ｓｋｙｗｅｌ）、ＴＥ９０等級は
片面に非晶質熱封止層を有している）フィルムのデータは、表５に示されている。比較の
ために、従来の非生分解性の結晶化ＰＥＴトレーに対する包装フィルムの封止強度も示さ
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を用いて熱封止し、ある範囲のシール強度を提供することができる。
【表５】

実施例１０
【００５５】
　７部のＣＡＰ２、１２．９５部のＡＦ１００、１．１２部のオレイン酸アミド、４４部
のアセトン、３．８７部の水、２１．２８部のエタノール及び１０部の酢酸ｎ‐プロピル
から、耐湿性コーティングを調製した。湿気に敏感ないくつかの基材に、このコーティン
グを約１３．７ｇ／ｍ2の乾燥コーティング質量で吹付した。基材は、普通のコピー紙（
ステープルズ（Ｓｔａｐｌｅｓ）、坪量＝７５ｇ／ｍ2）特別高耐久性ボール紙（Ｐａｐ
ｅｒ　Ａｃｃｅｎｔｓ（商標）、酸非含有、リグニン非含有、坪量＝８７７ｇ／ｍ2）被
覆していないセロハンフィルム（イノビアネイチャーフレックス（Ｉｎｎｏｖｉａ　Ｎａ
ｔｕｒｅＦｌｅｘ）　１１０　ゲージ　ＮＰ）、及びＰＬＡフィルム（ＳＫＣスカイウェ
ル（ＳＫＣ　Ｓｋｙｗｅｌ）　８０　ゲージ　ＴＥ９０、非熱封止面で被覆）を包含した
。
【００５６】
　Ｃｏｂｂ試験（ＡＳＴＭ　Ｄ３２８５－９３を参照）を数種の湿気に敏感な基材で実施
した。Ｃｏｂｂ試験を２分又は２０分間で行い、その後、水分吸収を材料の既知面積での
質量測定で測定した。表６は、被覆した及び被覆していない湿気に敏感な基材のＣｏｂｂ
試験の要約を示す。
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【表６】

【００５７】
　耐湿被覆した湿気に敏感な基材及び被覆していない湿気に敏感な基材について、ＭＶＴ
Ｒを測定した。実施例１で用いたＭＶＴＲ測定手順を使用した。結果は表７に示す。

【表７】

【００５８】
　被覆した湿気に敏感な基材の熱封止性能を測定した。実施例９で用いた熱封止法を使用
した。耐湿被覆したセロハン及びＰＬＡフィルムについて、被覆フィルムで、バイオスフ
ェアインダストリー製の１８Ｐ００２と称するパイ皿（ＰＰＭ１００デンプン／繊維系材
料）を熱封止し、第２の耐湿コーティングで被覆した。第２のコーティングは、４部のＣ
ＡＰ２、１４．５部のＡＦ１００、０．３部オレイン酸アミド、４６．５部のアセトン、
３．０８部の水、２１．６部のエタノール及び１０部の酢酸ｎ‐プロピルを含んでいた。
熱封止測定の結果は表８に見られる。表８に示すように、耐湿コーティングは耐湿性を改
善するだけでなく、湿気に敏感な基材を熱封止する能力を高める。
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【表８】

ＮＴ：試験せず
【００５９】
　本発明は特定の実施形態及び実施例に関して記載されたが、本発明の修正及び改作が本
発明の趣旨及び範囲から乖離しないで可能であることは当業者によって容易に認識される
であろう。したがって、本発明の範囲は以下の特許請求の範囲のみによって限定される。

【図１】 【図２】
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【国際調査報告】
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